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XI　David　Chittleborough　シイニアレクタラー
　　　（アデレード大学、オーストラリア）のアポイント
　　　メント・プログラム招請について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農学部助教授竹迫　紘
　1998年10月、98年度国際交流基金事業外国人学識者招請プログラムでオーストラリア、アデレー
ド大学、農業・自然資源学部、土壌学科David　Chittleborough博士を招請した。
　招請の目的は、第1にアデレード大学は本学と国際交流協定校であり、協定校間における教員間の
研究の連携を持続、強化すること。
　第2に大学の国際化を専門教育レベルにおいても推し進め、特に環境教育のグローバル的視点の必
要性を学生諸君に意識付けること。
　第3にオーストラリアの土壌学、とりわけ彼の専門とする土壌生成・地理学分野の研究者が、専門
の枠を広げながら推し進めている地域環境に関する研究を、大学における研究の社会的還元という視
点から、日本の研究者諸氏に紹介する。ことなどである。
　目的の第1は、私が1996年度、長期在外研究地として、「地球の砂漠化が土壌に及ぼす影響」の研
究を意識して、オーストラリア、アデレード大学、土壌学科に滞在したことに始まる。Chittleborough
博士は、私のパートナーであり、私の研究に協力・便宜をいただいたが、当地での共同研究の1つで
あった、極めて風化作用が進んだ低位生産性土壌の課題では、当地における調査・分析に加え、私が
帰国後に明治大学の機器で解析した結果、従来から考えられていた土壌生成過程よりも、もっとダイ
ナミックな土壌生成作用が働いていることが判明し、新たなる研究課題が生まれたことを契機として
いる。
　第2の目的は言うまでもないことであるが、特に環境教育は、その現場の情報をリアルに学生諸君
に伝えることが重要であり、また、グローバルな研究分野では英語が世界の共通語として機能・存在
していることを身近に意識させることは大学の国際化にとってきわめて意義深いことであると考えた
からである。
　第3に大学の役割は、研究、教育とともに、研究成果を社会に還元し、社会と密接な関係を創造・
維持することである。オーストラリアでは、大学を含めた農学関係の研究者が、その研究手法を活用
して、例えば私の専門分野の土壌生成・地理学では、飲料用貯水池に浸透・流入する集水域の土壌水
を、土地利用ごとに採取・分析し、耕地土壌を通し、農耕が水質に与える負荷と土壌の浄化機能を定
量的に研究し、農耕、土壌の役割を正確に評価する研究などは、きわめて社会性が高く、狭い研究域
にとどまる傾向にある日本の研究者に対し是非紹介したい研究方向であると意識したからである。
　招請決定以後、彼は土壌学科長に選出され、キャンパス統合とそれに伴う学科再編という予期せぬ
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困難な状況であったようであるが、目的を理解され延べ18日間の来日となった。
　明治大学では生田校舎において二回の特別講義と、駿河台校舎での一回のセミナーの開講をお願い
した。二回の特別講義の内容は同じもので、私が担当している農芸化学科と農学科それぞれの「土壌
学」の時間に開講した。セミナーは、学外者の参加ができやすいように、日曜日に大学院棟にて開催
した。具体的内容は以下のようである。
第1回　特別講義
　日　時：　10月20日火曜日第2時限目
　場　所：　生田中央校舎0304教室
　演　題　　　「オーストラリアの土壌と環境」
　主たる対象者と参加人数：　農学部農学科2、3年生　約50名
　言語：英語（理解困難時同時通訳）
第2回特別講義
　日　時：　10月23日金曜日第1時限目
　場所：生田中央校舎0304教室
　演　題　　　「オS－一・一ストラリアの土壌と環境」
　主たる対象者と参加人数：　農芸化学科2年生　約90名
　言語：英語（理解困難時同時通訳）
　第1回、第2回特別講義はほぼ同一の内容で、オーストラリアの土壌が、世界的に見て、特殊であ
ることが強調された内容であった。その要因は第1に大陸の地質、特に西部地域が地球上で最も古い
地質のひとつで、地質学的風化を強く受けていること。第2に北半球の中緯度以北が氷河により覆わ
れ、削剥作用を受けたり、新しい土壌の材料が供給されたりしたが、オーストラリアは第四紀におけ
る氷河の直接的影響を受けておらず、地表が常に大気に晒され、深層まで強い風化を受け、土壌生成
が深層まで及んでいること。第3に乾燥地が多く、砂漠化・塩類の集積などが進行していること、特
に18世紀以降のヨー一一一ロッパ人の入植により、樹木の伐採・草地化など、自然環境が改変されたために、
砂漠化、塩類化のほか、表土の侵食・流亡が進行していることが報告された。このことは、オースト
ラリアの土壌は、自然的にも風化が進行しているために、植物栄養が流亡しており自然肥沃度が低い
が、加えて人為的影響による地力低下が各地で見られその保全が急務であり、それに対する農業技術
者の具体的対応が示された。
　また、グローバルな環境変化が土壌の性質・生産力へ及ぼす影響などが講義された。
　学生諸君からは、地球温暖化が土壌へ及ぼすオー一一一・ストラリアでの具体的影響の有無や
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Chittleborough博士が土壌学を勉強しようと思った動機などについて質問があった。地球温暖化のオ
ーストラリア土壌への影響について顕著ではないが、土壌の乾燥化に伴う保水力の低下が懸念されて
いることや、学生時代には環境問題に関心があり、土壌の環境保全機能に興味をもち土壌学の勉強を
はじめたことなどの回答があった。
セミナーは
　日　時：　10月25日日曜日午前10時より12時まで2時間
　場所：大学院棟第1会議室
　内　容：　集水域研究への土壌学の役割
　参加者：　東京大、東京農工大、千葉大、日本大学、千葉県農業試験場などの研究者、学生及び明
　　　　　　治犬学学生、総数約30名
　言語：英語（学生に対しては同時通訳）
の内容であった。n
　セミナーの講演要旨は明治大学国際交流基金事業招請外国人研究者講演録No．・7にてすでに印刷・出
版されているのでご参考いただきたい。
　オ・一・一・ストラリアにおける農学研究者は農業部門のみならず、その研究手法を活用し、人間生活と密
接な環境科学の分野に積極的に取り組み、社会との連携を強固にしている。この背景には、研究予算
の獲得方法が日本とは異なり、いわゆる経常研究費がほとんどなく、科研費のように研究課題を提案
し、審査の結果により研究費を獲得するというシステムの存在がある。研究費が獲得出来なければ、
研究の実施のみならず、研究を具体的に行う大学院生の獲得も出来なくなるということになる。した
がって、研究内容が予算の獲得しやすい、いわば「社会的ニーズ」の高いものに編重する危険性をは
らんでいるという澗題点もあるが、日本の大学における研究が自己満足にひたる蛸壷的傾向があると
すれば、その方向は一考に価するものとして確信する。
　今回のこの事業1を利用しての明治大学・日本へのChittleborough博士の招待は、彼自身としてはは
じめての来日であ）り、有意義な経験であったことが、帰国後の礼状に記されていたが、私としても国
際交流の重要性を再認識する貴重な経験でもあった。また、このような機会があれば積極的に国際交
流を図りたい。
　最後に、明治大学とアデレード大学との協定校交流として、また双方の個人として有意義な機会を
与えていただいた国際交流センターのスタッフおよび関係各位に御礼申し上げます。
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